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４ [図１]のような 2 つの直方体を組み合わせた容器に，毎分 50cm３の割合で水を入れ

ると，ちょうど 70 分で満水になります。また，この容器に毎分 80cm３の割合でミズ

を 20 分間入れたとき，水を入れ始めてからの時間と，点Ａから水面までの高さの関

係をグラフに表すと[図２]のようになりました。

次の に適当な数を入れなさい。

(1) [図１]の容器の辺ＡＢの長さは cm です。

(2) 水が入っていない[図１]の容器に，はじめは毎分 30c m３の割合で水を入れ，点Ａ

から水面までの高さが 6cm になったとき，毎分 120cm３の割合に変えて水を入れる

と，水を入れ始めてから 分 秒後に容器は満水になります。
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(1)

上図の，(ｲ)の部分の容積は 80 ×(20 － 6)＝ 80 × 14 ＝ 1120cm３ なので，

ＡＣの長さは 1120 ÷(9 － 5)÷ 20 ＝ 14cm。

また，(ｱ)の部分の容積は 80 × 6 ＝ 480cm３ なので，

ＡＢ＝ 480 ÷ 5 ÷ 14 ＝ 96 ÷ 14 ＝ ＝ cm ･･ア，イ，ウです。

(2) 容器の容積は 50 × 70 ＝ 3500cm３ 。

また，水面の高さがＡから 6cm になったときの容器内の水量は

480 ＋ 20 × 14 ×(6 － 5)＝ 480 ＋ 280 ＝ 760cm３ なので，

この状態までにかかる時間は 760 ÷ 30 ＝ 分。

このあと，満水までかかる時間は

(3500 － 760)÷ 120 ＝ 2740 ÷ 120 ＝ 分なので，

水を入れ始めてから満水までかかる時間は

分＝ 48 分 10 秒･･ア，イ です。
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